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」W―〕セー乳プラスの散布で苦上が補給され、下葉の葉色が濃く維持された。

②トマトで`の事例 光合成活性測定

舛 研

章面散布

800～lCOO倍
7日お書

試験地:山形県

施用日:7月中旬～ (5回 )

散布間隔:フ～10日 おき

希釈倍数:1000倍 菓面散布

調査数:各区5株

※葉色は、5株5枚の平均値

定植日:2018.10.24

施用日:2018.11.5。 8(2回 )

希釈倍数 :1000倍 葉面散布

測定日:2018.11.15

測定方法 :27℃、同一照度にて4hr経過後、
・ ‐

   EARS Photosynthesis Meter

(Mini PPM 300)に て測定

EARS社製光合成計測器 mini PPM 300測定

※PARとは、光合成有効放射 (光の強さ)

※Photosynthesis rateと は、光のエイ、ルギー禾J用度合 0七合成速度)

い方
濯水施用

1500～2000描
10目む書

メリット胃・貢・惑と併用すること4さ らに昌買向上が期待で書憲現

石灰硫黄合剤と混合すると有毒ガスが発生する恐れがあり、危険ですから混用は行わないこと。
目に入らぬように注意し、もし目に入った場合はすぐに水で充分に洗い流してください。
他の肥料などとの原液どうしの混合を避けてください。混用する場合は原液をうすめた後に混合してください。
うすめた液はその日のうちに使い切ってください。
直射日光を避け涼しい所に保管してください。
結晶がでた場合には、よく溶かしてお使いください。
沈殿物や結晶を生じることがありますので、よく振ってお使いください。
詳しい使い方については、」Aま たは農業技術指導機関にご相談ください。
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Light_PhOtOsynthesis Curve(LPC)

PAR[μmol m 2sl]
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